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構造図 1/9
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鋼製L型擁壁構造詳細図（H=1.0m）
S=1：50
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注：斜タイ材と座金は支柱材のU形内側に挿入
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注：斜タイ材と座金は支柱材のU形内側に挿入 注：斜タイ材と座金は支柱材のU形内側に挿入



鋼製L型擁壁構造詳細図(天端壁面材)
－ 雪害対策用コイルキャップ付 －
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（t=4.0mm）

フィルター材
C-40

暗渠排水管
有孔管φ150

1
:
0
.
3
0 1

:
0
.
3
0

注：斜タイ材と座金は支柱材のU形内側に挿入
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名 称

縮 尺 S=1:20

大開林道 改良工事

署 名

アンカー φ16 L＝0.40

アンカー φ9 L＝0.20

1,00 2,00

幅 長さ

色
備 考

（単位：m）

（10m当り）

ポリエチレン

上層

ネ ッ ト

ブラウン

展開図

リョッカースイロ標準規格

横断図

形 状

1,00×2,00

単位

m2

数量

11

備 考

割増率 10％

品 名

アンカー

アンカー

φ16 L＝0.40

φ9 L＝0.20

本

本

44

40

リョッカースイロ

材料表

下層

吸い出し防止材
（ジュート）

ＡＡ

Ａ－Ａ断面 Ｂ－Ｂ断面

ＢＢ

全面客土入り

1.00

0
.
5
0

0
.
5
0

2
.
0
0

リョッカースイロ

アンカー φ16 L＝0.40

0.20

（水路弧長 L=1.00）
幅 W≒0.60

0
.
3
0

リョッカースイロ
アンカー φ9 L＝0.20

0.20

0
.
3
0

（水路弧長 L=1.00）
幅 W≒0.60

緑化水路用植生マット工標準施工図
（リョッカースイロ工法） S=1：20
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